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不 確定 とディ シ ジョ ン
・ メ ー キ ン グ

株 で も競 馬 でも 結果 がわ かっ てい れ ば苦 労 はな

い
。
わ か っ て い な い か ら こ そ 賭 け に な り， 勝 負 に

なる。 先行 き がわ かっ て い ない こ とを 不確 定 の状

況と い い， そ れに 対す る 勝負 の 仕 方を むつ か しく

い え ば戦略 と 呼ぶ。 世 の 中 の判 断 ごと は ほと ん ど

こ の種 の もの であ る。状 況 はさ ま ざま に不 確定 で，

とり 得 る 戦略 もい ろ いろ で ある が， こ う した 不 確

定 的 決 定 の 一 部 は構 造 が あ る 程 度 わ かっ て は い

る。
た と え ば 次 の 様 で あ る。

表一 １ は 株 を 買 う 場 合 で 状 況 の 見 通 し は ３ 通

り， つ ま り景 気 の
上 昇， 普 通， 下 降 とあ る。 株 の

選 択肢 は Ａ とＢ ２通 り であ って， その 予 想株 価 は

状 況 に よ っ て ち が う。

こ の場 合， 買う 人の 態度， 考 え方 によ っ て どち

らを買 う か という 戦略 はこ と なる。 楽観 的 な人 は

好景 気の 見 通 しで， そ の場 合， よ り 値 段の 上 がる

方つ まり Ａ に投 資 をす る。 よ り悲 観 的 な人 は悪 く

て も 損 の 少 な い Ｂ を 買 う。前 者 を マ ク シ マ ッ ク ス，

後者 をマ ク シミ ニ 原理 と いう。

表一１

状 況

戦略

状 況に 確率 を あた え るこ と が出 来 れ ば， この シ

リ ー ズの 【１】 で のべ た期 待 値 という 考 え 方 が利

用 で きる。 確 率 が 全く わ から ない と き はす べて 同

確 率 で売 る と して 同 じよう に期 待 値 を計 算 する と

い う 手も ある。 発 案者 の 科学 者の 名 を冠 し てこ れ

をラ プラ ス 原理 と いう。

こ の他 に も楽 観十 悲 観 の度 合を 定 める 方 法も あ

れ ば
，
ミ ニ マ ッ ク ス ・ リ グ レ ッ ト 原 理 と い う の も

あっ て， そ れ ぞれ 立派 な 科学 者の 名 前 がつ いて い

る
。 つ
ま り こ ん な 単 純 な 例 で も， 考 え

方 に よ っ て，

株 の 投資 戦 略 はす べて こ とな って 来 るの で ある。

さ て ゲー ム の理 論 とい う のが ある。 ゲー ム と は

囲 碁， 将 棋， マ ー ジ ャ ン の た ぐ い で あ る こ と は い

う ま で もな い。 そ れ らに はそ れ ぞ れ特 有の ル ール

があ る こと も周 知。 ＪＩＳ（日本 工 業規 格） に は 定義

が あっ て， ゲ ーム と は 「内 容 を規 定す る ルー ル の

集り」とあ る。 また 同 じくＪＩＳでゲ ーム の 理論 と は

「ゲ ー ム に参 加 して いる 複 数の 参 加者 間の 競 争 的

行 動 の理 論…」 であ る。

そ う だ と した ら， 入札 行 為 はま さ にゲ ーム の 一

種 であ り， そ の 理論 は応 用 でき る の では ない か と

思 わ れ る。

ゲ ーム の特 長 は相 手 があ る こと で， しかも そ の

相 手 は局 面に 応 じて 最 良の 手 をう って 来 るこ と が

前 提 であ る。 もち ろ ん相 手 の なか に は下 手な の も

い る し，
ま ち が っ て く れ る の も い る。

碁
，
将 棋 の

た ぐい では筆 者 な どは そう した ケ ース 以 外 は勝 て
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な い と 思 う。 した が っ て 囲 碁， 将 棋 は や ら な い。

そ の 点マ ー ジャ ン の方 が 偶然 の 要素 が強 い だ けに

勝 負 と して は面 白 い。 し かも 手 が進 むに つ れて，

全くの不確定 （情報なし） からやがて確率が修正

さ れ
，
見 え て 来 る と こ ろ な ど が 面 自 い。

と も あれ， 相 手 が撮 良 の手 をう っ て来 る で あろ

う こ と は， 前 に記 した 決 定 原理 か ら して， マク シ

マ ッ ク ス は と れ な い と い う 意 味 で あ る。 こ ち ら と

して は相 手 の つく り 出 した， こ ち らに とっ て 有利

と いえ ない 状 況の な か でそ のう ち のマ キ シマ ム を

取る こ とが 可 能だ とい う こ とで ある。 つ まり 悲観

的 な決 定原 理 マク シ ミニ の 戦略 を とる し かな い。

こち らの 得 は相 手 の損 と いう 観 点か らす る と，

相 手 は損 を少 なく しよう と する。 相手 の 方も 実 は

悲 観的 決定 で 損 の最大 を最 小に しよう と いう こ と

に な 乱 こ れ を ミ ニ マ ッ ク ス 原 理 と い っ て，
マ ク

シ ミニ 原 理の う ら返 し であ る。

１ 競争者な１の入札
最 初の 例 （表 一２） は入 札 者ユ 人 のケ ー ス。 期

待 値 計 算 の 世 界 で あ る。 発 注 考 は あ る 見 積 り を

も っ て お り， そ れ を 大 幅 に こ え な い 限 り， 仕 事 は

と れ る。 こ の例 は アメ リカ 人 の論 文 に 出て 来る せ

表一２ 競争者のない場合の入札期待値

入札値 利 益 落札確率 利益期待値

一干 円

ユ００，
０００

千 円

５
，
Ｏ００ ユ

．
００

一千 円

５
，Ｏ
００

１０５
，
０Ｃ０ 亙０

，
０００ Ｏ

．
５０ ５

，
Ｏ００

１１０
，
００Ｃ １５

，
０００ Ｏ．２５ ３

，
７５０

１１５
，
０００ ２０

，
０００ Ｏ．ユ２５ ２

，
５００
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い か， 予定 価 格を こ えて も， 受 注確 率 が０ に な ら

な い， た だ入 札 が５ ％ あが るた び に確 率 は半 分 に

な る。 つ まり 無 限に Ｏ に近 づく だ け であ る。 期 待

値 計算 は これ で 差支 え ない と して いる 訳 だ。

この 場 合， 入札 値 王 億円 で も１．０５億 円 でも 期 待

値 は 同 じ で あ る。 が， 確 率 の 模 様 か ら み る と， こ

の 問 が問 題 で， ある 補 間計 算 をす る と期 待 値最 大

を 与 え る の は 実 は１
，
０２２億 円 で，そ の と き の 期 待 値

は５２８万 円， も し当 った と き の現 実の 利 益 は約７２０

万 円 に な る。 原 価 は９，
５００万 円 で あ る。

麗
２人ゼロサムゲーム

としての入札

上 記 の例 の 数字 を とっ て， 競 争者 が １人 いる 場

合の 戦略 を 考 える。 この 場合， さ ま ざ まな 検 討の

結 果
，
次 の 様 で あ っ た と す る。

１． 当 社 は もと も との 入札 １ 億円 で 入 れる。 そ

の とき 相手 に 勝て る 確率 は６０％ で ある。 半 々

よ り少 しいい 訳 だ。 そ のと き元 来 の利 益 期待

値 は５００万 円 だ か ら， ５００
万 円 ×０．

６二３００万 円

が 競 争者 の ある 場合 の 期待 値 にな る。

２． こち ら が 同 じく１ 億 円 で入 れた と き， 相手

方が いく ら かは わ から ぬ ま でも入 札 価格 を増

して 入 札 した と き， こ ち ら が 勝 て る 確 率 は

１００％ に な る。 そ の と き 利 益 期 待 値 は５００万

円 ×ユ．０二５００万 円 に な る。

３． こち らが入 札 価格 を 上増 して， た と え ば前

の例 で最 大 期 待 値 を 示 した １ 億２２０万 円 を 入

れた と す る。 その とき 相手 方が 原入 札値 を ま

もっ て 札 を 入 れ る と，
こ ち ら は 全 く 勝 て な い。

落

札確 率０， した がって利 益期 矧直もＯ である。



表一３ 競争 者が１ 人の ときの ゲーム のモ デル

（当社の利益期待値）

相手の原入札 相手の増入札

当 社 の原 入札 ３
，
０００千 円 ５，０００千 円

当 社 の増 入 札 ０干円 ２，８８０千 円

４． ３と 同 様の 場 合， 相手 も 入札 値 を 上増 した

と す れ ば， 当 杜 の落 札 確率 は４０％ あ る。 そ の

と き 利 益 期 待 値 は７２０万 円 ×Ｏ．４－２８８万 円 で

あ る
。

以 上 を整 理 する と 表一 ３ であ る。 こ二れ は当 社側

の 利 得だ け が記 入 して ある。 この 形 は２ 人 ゲー ム

の 形 な の で あ る
。

そ こ でこ れを ０サ ム ゲー ム と して 考え る と次 の

様 な 手順 で 解 を得 るこ と が でき る。

１．
当 社 側 の 原 則 は マ ッ ク ス ミ ニ だ か ら，

ま ず

２つ の 行 のミ ニ （最 低） をと る。 ３００万 円 とＯ

円， こ の ２ つ の う ち マ ッ ク ス
（大 きし）方） を

採 用す る。 そ の 意 味は相 手 の 出方 如何 に か か

わ ら ず当 杜に とっ て 原入 札 の 方が よい。 もち

ろ んき び し い状況 （悲 観 的） に お いて で ある。

２、 相 手
方 は ミ ニ マ ッ ク ス で あ る。 ま ず 各 例 で

大 き い 方 を と る。 ３００万 円，
５００万 円， そ の

う

ち 小さ い 方 をと る。 相 手 方も 増や さ な い で原

入 札 の方 が 有利 で ある。

こう して， 当 方， 相 手 方に とっ て 原入 札 の 方
が

よ い。 こ れ でゲ ーム は 落ち つく。 組 合せ ４ 通り の

う ち， この ケー ス が双 方 の利 害 が
一 致 しこ れ がこ

のゲ ーム の 解 であ る。こ の３００万円 をゲ ーム の 値 と

よ ぶ。 こ
’
の 解 の こ と を 鞍 点 （サ ド ル ポ イ ン ト） と

い う
。

と ころ で， こ の ゲー ム と しての 入 札戦 略 はや や

古 い 論文 のせ い も ある が， 実 は少々 無理 が ある。

ひ とつ は この 例 題は ２人 ０ サム と して 扱っ て い

る の だ が，
げ ん み つ に い え ば

，
当 方
，
相 手 方 の 利

得と 損失 は 対照 的 で はな い。 現 実に 金 のや り とり

をと も なっ てい な い し， 一 方 の 得が そ のま ま片 方

の 損 に な る と い う こ と に は な ら な い
。
そ の 点 で ０

サム と する に は少々 無 理 が ある。 ２ 社 とい うの も

入札 と して は特 殊 で ある。

ふた つ はサ ドル ポイ ント の間 題 である。 この 例

のよう に解 が簡 単 に見 出 せる の を純 粋 戦略 とよ ぶ

が， そ う でな い場 合， 混 合 戦略 と いう 工夫 を 必 要

と す る。 ま た サ ド ル ポイ ン ト は ０ サ ム ゲ ー ム に 限

ら ず存 在 し得 る が， 一方 い つ でも常 に 見 出せ る 訳

で も な い。

そ れら の 意味 で この 例 は入 札モ デル と して 適 当

で な く，
実 際 的 で な い か も 知 れ な い。

し か し， 特定 の競 争相 手 と の価 格競 争 のケ ー ス

という の は民問 市 場 でも あり 得る し， なに より も

入 札 研究 の ア プロ ーチ の ひと つ と して こう した 考

え方 もあ る こ とを 紹介 した の で ある。 そ の 後こ の

手の 研 究 を改 良， 発 展さ せた 論 文 は見 当 らな い。

し かし， ゲ ーム の 理 論が 競争 行 動 をあ つ かって い

る だけ に， こ の領 域 で何 ら かの 成果
が 得 られる 可

能性 は ある の では な かろう か。 （古川 修）
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